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番号 | 著者 | 出総年年
1'1、.!;'，.e:台
2 文部省 I 1951 






3 身近なできごとを二百字くらいの又に書くことがで古る 16 
4 寂底へのかんたんな伝誼が暫ける 17 
5 討のようなみじかい文が聾ける 18 










































































ことができる i録することがで古る 12 斜路に苦参加するためのl軍犠が甚ける
2 見学したことや腕べたことについて報告する文が醤ける 12 自治会などのE2忍銭などを撞くことがで吉る 13 いろいろな受員会の報告が醤ける
3 !i函をたてるためにかんたんな芸誌を響くことができる い随後続、物路リ.劇等の文学的な文を盛くことができる 14 実験線終鼠査の仕方や結燥についての説明文が書ける
4 いろいろの械総が彊ける 14 牢校や学級の行事を家庭へ知らせる通機文がかける 15学校に於ける絡活動についての規約をつくることがで世る
5 il重動会‘学芸会子供会などのブロヅラム、宣伝文.広告文 15 註報文がかける 16 新刊曹の内容を批評し紹介する文主主がかける
が嘩ける 16 目次をつけて文を盛くことができる 17 学位鋲間に偽磁ずる各砲の文がかける
6 長期にわたるいろいろのB!2が甚ける 171躍単語と方宮との使いわけができる 18 いろいろな文について批評態誌の文がかける
7 fi車によるいろいろの平総が聾ける 18 主舗と照合して推献ができるパ加除渇削 19 用途によるいろいろな手紙がかける
8 !'-をきいてかんたんなメモをとることができる 10資料をととのえ、主題をはっきりさせ、総立を考えて又を醤く
9経験を ニ00宇ぐらいの文に醤ける ことができる











5 新牢に対しても適時1がわかるようになる 16 ローマ字の連帥体になれる







1 践んだ本について、その荒筋ゃ感認が書ける。 n 調査や研究をまとめて、記録や報告の文が露ítる~ 政部・浪部。鼠送えよEについて、感語や意菟ーを訟くことがで吉
2 いろいろな行場についての標語やZ宣伝・広告の文が瞳ける“ 12 児童会やクラブ，舌動などのいろいろな会の、簡単な路事録をiる。
3 見学、問査などの簡単な柁告の文が書ける。 1つくることができるω 12 自分の意見を効接的に発蓄するために!崩裕を事くニとがで
4 ゲームの解鋭や作業計画などについて‘!JI.耳目の文を聾くこと 13 注文ー依絞お礼など‘いろいろな用件に応じた手紙が畠li 1宮る。
が で吉るる。 13 自分自生活を反省し‘文を撞くことによって怒索することがで
5 児盤訴をつくることができる 14 童文が聾ける。 1きる.
6 物路や脚本を聾くことができる。 15 書いたり話したリするために、紫判を髭えて簡単な筋甚曹を 14 校んだ本について総介鑑賞ー批評の文を醤くことができる。
7 多角的に取材して‘まとまりのある生活白!2を置くことができ|することができる。 15 学校の内外的諸活動に必婆なきまりを聾〈ことができる。
る。 16 一つの文を補佐したり、省路したリし亡、主題のいっそうはっ 16 学校新開を線障することがで芭7.>.
8 文σ〉総立を帯えて‘段沼のはっきりした文を盤くことができ 1，きりした文にすることができる。
る。 1フ小見出しをつけて、文を聾くことができる.






1 文字の形大宮さ・!k!列などに気をつけて聾くことがで吉る.11 一センチ角以内の紹宇が饗ける。 11 白書長な姿鈴で‘能率的な立証言監ができる肘
2 1躍話やポスターなどを盤くことがで吉る 12 蕗いた文字のよしあしがわカり、進んでよ避しようと努力す 12 欠席屈や、綴盛掻などを撞くことがで吉る.
3 原稿用紙が使えるようになるるようになる 13 文字の形、大きさ、配列などが盛ってくる6
4 いろいろな義や、こづかい械の!c入などができる 13 名札薮総案内・掲示などを醤くことができる。 14 行醤が蕗ける。
5 絞める，提芋のだいたいが聾ける。 14 ヘンで宇を聾くことができる 15 早〈自由に審けるようになる。
6 (毛誌で宇を醤くことができる0) 15 絞める汲宇のだいたいが聾ける 16 銭簸を使うことがで吉る。
7 (ローマ芋が事ける.) 17 絞める漢字のたいたいが醤ける。
6 相手に通ずることばづかいをする 19 拍手の心持ちを考えて書く
7 事捕な向容をi畠{富に盛るように鍔的る 110社会主主活上の必主主な通俗を始めるようになる
8 不必要なことをむやみに通信文に書き入れないようにする i 
10 段議や筋量甚きの形式に慣れる 112 届や鍛醤などのE起用上の醤式がわかる







8 聾いたことを沼啓するようになる i口人に伝える附!二、方雷や特殊な宮い方を錦ベてなお守ょう 115 栂鎚のある連へ方を高i二づける
9 なるべく客鋭的な説明や報告をしようと心がける iに心がける 116 知臨や情報を他白人に提供して役に立てることを盛，5~
10 !!iいの効果を注意するようになる 113 聾いたことを、もう一度鼠ベて、正しいとの{昌意を持って薮 |口大ぜいがわかるような表現の形式やていさいをよく考えて
け 銃む人のちがいによって説者方述へ方を変える iすようになる |盤くようにする
!日大啄なところはことば使いを十分に吟味するように心がける|
7 記録するときに、その真実性を考えてみるようになる 110鮪や窓を分t"jて記録する能力を主要う 113 接点目躍犯をするようになる
8 メモをE苦笑にする習慣を整う II 集団的醤12役となって3主任を泉たすことに満足を覚える 114 科学的な物の見方を主要ってい〈
9 袈点をしっかりつかんで観察するようになる い2 聾くべきことを注意深く鐙える習僚をつける 115 研究や1.2銭の取科を教科学習以外に広げていく
i 116見出しゃまとめ、結践などの袈綴を主主える
6 自分の体蝕したことを、まとめて考えるようになる 19 磁の中で摘惣をするIlii置をつける 112 社会の出来事を見て、自分の意見を組み立てることになれ
7 自分の撞いたことをもとに、生活を反省するような智債を身に110いろいろな事件についての自分独自の感想を待つようにな iてくる
つける iる 13自分の考えを!2銭しておいて、それをまとめてみる
8 生，舌のすべての点で反省すーベ吉材料のあることを日る II学校外のことにも批判的な自をもって践べるようにする 114 生活反省がやや深くなる
5怒受性を室主カにする 17 自分の好吉な著書きたいことをよいことばを選んで響くように II 生活を盟かにするために、好きな文を創作することを楽しむ
6 文を聾きかえる、脚色する、変化を与えるような仕事を逃ん |心がける |ようになる
でやる 18 独創的な文を作ろうとする 112 表現の工夫をいつも心がける
9 取材綴埴を広める 113綴を利用して好きな文や跨を作ろうとする態度を身につけ
10 生活経験の印象を齢明にする lる
t 、読討やすL'，ょ~三李夜、天吾吉7夜亙なと1こ気をつけて審< 1、，員別立新らしく二百字の苦書きかたをおぼえる 1、速く‘らくに望書くように努める
2、滋牢の構成、部百をおぼえる 12‘i車〈聖書いてもたしかな芋を響く 12、初歩的な行聾を聾く
3、，盈宇は新らしく二苔芋ぐらいおぼえて惑< 13、韓首するじぶんや他人の聾きぐせがわかる 13、漢字は新らしく二百字の笹吉かたをおぼえるーにれまでで教
久速く醤けるように描習する iι 必要に応じて毛筆や鉛筆も使って盤< li宵j車宇八八一宇をーとおり聾けるようにする)
5 ケイ紙白紙に文や肢を聾< 15、エンピツやへンを使って cm平方のマスにはまるように聾< 14、欠席局、総盤、申込警などの事吉かたをおぼえる
6、ベンを使って盤< 16、機示、表留し名札、ポスター業向などを寄< 15、修続路を中心!こ文を分析してみる
7 小選幡、じぶんの所有品、践んだ本のもくろくを暫く 17 践んだ本の要点をノートに響く 16、文集の認識をする
札機話-1"ポスターなどを盤く 18、滋路をきいて嬰点をノートに聖書く 17、作品批評を普く








































































































































































































































































































































: 現在進行形のかたちでくわしく蓄〈力をつける 1 現在酔の君主!.liで醤く力をつける い 現在陪薮説でヵ、く力をつける
2 現在 11多薮 nlのなかへ~EìJìB患の宅島幸方をおりまぜていく書く 12 主主主にそって活写鼠に盤〈力をつける 12 fJlI期的過去形袈現のむかへ現在日君主lj任意服していれて
力をつける 13 自分の感じゃ考えをZ事実の問写によってあらわしていくよう|彊く力をつける
3 自分の考えがはっ吉りでて〈るような文書生を笹〈力をつける|に藩〈カをつける 13 表現の効果若者えて悩写魁に聾く力をつける
4 文章の偶成をきめてくわしく陥写して書くカをつける 14.1品写恩な畿税に説明形表現をおりこんで、犠(1Jをつける 14 旋l期的過去出表現のなかへ臨時n形王室説をいれて醤〈力を
5 j主い簡の経駿をまとめて総合的に響く力をつける 15 長い聞の経験を総合的説明j杉設現で醤く力をつける iつける
6 主惣にしたがって描写風な表現で寵く力をつける 16 綴活的経1慌のなかへ適当に過去形i匝写嵐な主主現で躍〈力拓 也い問の位践を総合f!'J説明恥表現で撞く力をつける
7. K2録を説明胞に醤〈カをつける |をつける 16 絞古的滋13的君主現で蕗〈力をつける
8 n丹後経験をもとにやや綴話的に事〈力をつける 17 !2銭鼠な文設を醤く力をつける 17 拍量生したり袈約したりして僚1舌的に轟く力をつける
9.1耗f置のひとりとしての立場で集団のことを甚く力をつける 18 間活経験をもとに滋話的表現をする力をつける 18 間後経訟をもとに療活約!こ寵く力をつける
山 新しくえた知織や経主主をもとに説明訟に書く力をつける 19 鰭人的立場でなく篠田町立滋にたって文訟を望書く力をつけ 19 自問などをしながら総合的鋭敏博義説をする力をつける
け 妓附や三宇治に思っていることを具体的事実をあげて盤く力|る 110 長銀のための偶成を考えてさまざまな表現形体を用いて
をつける 110 滋由1的過去形描写盟主の文章をかく力をつける l署〈力をつける
12 ひとつの主績をえらんで主張するように普く力をつける 11 社会的視野にたって‘ものごとを評総風に軍事くカをつける 11 l集団の立場で8分の主践をおさえて響く力をつける
112 自分の主強等を現在形表現によって醤〈力をつける い2 風倒的現在日多表現で聾〈力をつける








りあげ、主宰主主きとした表現をするカを整う。 1審きながら、いつも主題を意世遣させ‘精叙・略叙するところ、省 127 主題に却して、いろいろな資料を臨的、 E調査し、それを諜将
自分のやi師、考え方を基縫づける舵カ‘総理由正しさや綴り |略することがらを考えてかき文窓の中心をもりあげ、自己の主 i化し‘主主箆を殺現してまとまった文章をかく力を告書う.




18 文脈をとおし‘文家主体的矯遺にすじみちをとおしてかく力|がたよらないで、いろいろな題材をとりあげてかかぜるように 128 撞こうとするねらいを生かし、主題をもっとも効集約に遊説
を整う。 Iし、しだいにねうちのある題特に向かわせるように導く 1できるような文君主的総みたてを考え、もっとも遜切なコトパを選
聾〈ことの中心をはっきりさせ、そのことの原沼、経過と結果のi生，舌に間!し、健性に却した題材をi1!んでかくことによって包と|び、翻3量的に表現する力を育てる。




19 響く前に文主主の総みたてについて有えて構想カード!こか昔、|解明してかく力を整う 129 問題意滋をもって題材を選んで盛いていきながら、なにをこ
それをもとに文撃をかしこの犠合、はじめ1、2 なか1、2 日|表現活動をとおして‘飽と主義毘の問題につかみ方‘考え方を lそ聾いたらよいのか、どんな鐙がねうものある題なのか理解
わり1.2 とかいたひとつひとつの項自が段落になるようにす i質的に高める.程々の理践を確立し、それを集団のなかで礎か|させる.





































































































































































キ自分(f)盤いた文書誌を続み返して‘関連いを正したり、一層 iした文京を醤吉、また、段怒と段廷との関係が路辺的に寝解し i力目的に応じて‘文や文主主の総立て、 E語句の使い方などを効
良い表現に富吉改めたりすることやすい文家を普くこと。 1接的にすること。
クllIIいたり読んだりした内容から、文章に醤く紫材を遺んで罫 lカ文の組立てや遮切な語句の使い方を工夫して文章を盤くこ iキ自分の普いた文章を緩み還して、 持軍効梨的な叙述。){土
くこと。 1と。 1方について工夫すること。
























































，< 1文例省! 1989 
26 1文制緩
令部科学

























































































































1952 66-70 障害亙131-140 ，骨Jllil夫作成
1953 














8高1m長夜 1955 習の i草
小学校E哲学年の作文治議 l西田i寵尾j幸z安.{鎚中吉田 1957 作文の教育2 作文指導の実際 260-263 習文社9大原総男 1957 
小学校学習指導婆穏 i昭和33年度版
10文部省 l自58
1 佐吉田好 1960 作文t~諸手の内容と系統 1/)、 |絡倉;翠栄吉 1960 哀実作i践文E笠議指ーE導E 国語教育 第7巻 作 83-86 牧魯活
二'作申tl文丘n JEi革の学年 ~I)系統案
会日本縁作文の 1964 系統築築成 6-17 百合出妓 系統表中のf表現技





~f東静f1岡忠E八の，召南会 1963 会日本議作文の 1964 作文la導系統2民主義成 79-97 百合出版
作文指導系統絞系 白本作文の 1964 作文la導系統茶築成 49句67 a会出版
151;ぷ2車'"作文の 1963 会綴
16石馬田佐久 1964 |こ盤序れlEす~かる関ら作の誌文作科予文めの浴ざま基し場本て一的だ"技れ能もが 108 |東版洋社総出
17輿水実 1968 ltl7主実繕
1968 国文語技科能基本的筏能の li'íヰ~6 作 29-32 明治図饗
18文部省 1977 小回学路校科学f表習現潟j導領域要領の治議
昭導容fSi'l和要を和義5領25理2年国年し度籍版た版科学も」のの習で指内あ1979 li利涜領回域日刊繕相 tfiPl庄第 巻表 142-145 明治図書喜
19王者川栄，c，. 1979 
ると説明されている。








文2章表現系統約指導(!iO主) |古自里会動計縫百研 1980 国語の授業 38号 18 光社
22 国郎分 太 1984 い作l ま綴文るふ方;吉:~教導見代室作教文育指i1!導築の12目新標し 171-172 iまるぷ
究国籍所教繕育研 1988 国Ui教湾研究大辞典 383-384 明治図書喜 f81和52年度学智}旨
話事皇室領国活科Jのf能
23 浮後j車~ 1988 託カし-態た度ものJので要あ点るをと檎説
切されている。
24文吋省 1989 















27 岬d 2008 
平成20年度
」同ー何
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